
感性を育む大学教育を


和美贋喜

大学は居酒屋でもコンビニでもない

最近の学生は可哀想である� 親からの限られた仕O

送りしかないからアルバイトをしなければ生活がで

きない。ほとんどは，コンビニ・居酒屋などのチェー

ン庖・量販庖あるいはパチンコ屈などに勤めている O

そこでは，安い賃金で夜遅くまで働かされ，奇声を

あげて接客することが強要される� 学生は労働保険O

や社会保険の加入の適用を受けないし，学生の間だ

けの短期間でしかも低賃金であることから，経営者

にとっては格好の労働力の供給先となっている� もO

し日本の経済システムがこのような雇用形態で成り

立っているとしたら甚だ不愉快である O

日本の学生に対する支援制度も不十分である� 奨O

学金の返済を免除されるのは極わずかで，大部分の

学生には将来大きな「借金」として残ってしまう� O

外国人留学生に対しては国も企業も手厚い保護政策

を講じている� 自国に余力がないのに，大学のグローO

パル化を理由に，外国人を優遇する風潮が，はびこっ

ているのも理解できない。

私の学生時代には，東京の本郷近辺に県が支援す

る下宿が沢山あった。私は，北海道出身だからその

ような施設がなかったけれど，友人の下宿に潜り込

んで，先輩や後輩と酒を交わしながら夜遅くまで議

論をしたものである� それが社会性や学力を身につO

けるきっかけとなった。

学生は，いつの時代でも，それぞれ個性的で多様

な能力を持ち合せている� 教育審議会で教育改草にO

ついて議論しているが，大学を企業経営と勘違いし

ている向きもある� 学生時代の特権である民主的なO

生活を阻害するような，がんじがらめの基準を設け

てはいけない。大学は居酒屋でもなくコンビニでも

ないし，学生は，いずれ，厳しい階層社会の中で生

きなければならないのだから。

大学は資格取得の予備校ではない

現在の大学の建築学科は，.一級建築士の資格を取� 

得するための予備校のようである� 国土交通省からO

カリキュラムが指定され，全国一律の基準で資格取

得に特化した要件で大学を評価する� そして，多くO

のマニュアル人聞を社会に送り出してきた。

教育に関する審議会や審査機関などによって，大

学の教育評価が行われている� 審査委員はどのようO

に選任されるのかは知る由もないが，ご多分にもれ

ず標準化活動の特有の言語を発し，� I教育改革の支

援活動」であることを誇張して審査にあたる。この

成熟した社会において，政府や非生産的な審査機関

による押し付けがましいサービスに困惑している O

東日本大震災で，自衛隊の隊長と原発所長の行動

のみが何故か勇気を与えてくれた。外見で人を判断

してはいけないけれど，この方々は，星の王子さま

の「心で見なきゃ物事はよく見えない」ということ

が身についている人なのだろう� 国家の存続が危うO

くなるような政府の危機管理への対応やそれを批判

して杜会不安を助長するだけのマスコミの対応に憤

りを感ずる� 政治家も原子力学者の言葉もむなしくO

聞こえる O

学生のゼミで，一流の建築家の設計した建築を調

査させた(写真上)。指示しなくても，自然とリーダー

が現れ，調査計画を作成する� 当然，懇親会も必修O

である(写真下)。その時の学生の伸び伸びとした行

動は，講義中には見ることができない。いまの学生

は，杜会で� IOnlyOneJになれる潜在的な能力を

持っている� これまでの政府主導の教育体系の押しO

付けは甚だ迷惑で、ある O

ナショナル・キャピタル

学生は，� 50年，� 100年先の国家の形を創造するた

めに，高い志をもって学ばなければならない。我々

は，先人の投資によって形成された社会基盤の恩恵

を受けて生活している� 原子力発電所は取り返しのO

つかない失態をしてしまった。私は，社会基盤整備

などに少なくとも貢献してきたと思うけれど，達成

途上の段階で現役を引退することとなった。建築を

志す者は，� I自らの投資の恩恵を得ることなく，去

らなければならないのが常である」ことを認識して

いると，気が楽になる O

居住水準を満足する住宅は，まだまだ不足してい

セメント コンクリー卜� N口787，8日p2012 28 



る。新幹識や高述濃路網は，舗内流通はもとより地

方の発震のためにも必要であるつ農林語、業は，食事量

確保や国土保全のためにも重要であり，新エネル

ギ}の重要な資擦であるJ云続・文fとの義塁本やコミュ

ニティーのJfb成なども含め国内の社会基盤整露がま

だまだ必要である。

福沢議官話 らん者は，官払を関わず

先ず自己の独立をはかり，余力あらば飽入の独立を

助け成すべしJと説いた。グロ…パル北が進むと，

政治・経済・資j掠・思想、のほか規格・基準なども含

め，国益の争いが益々多くなるだろう。諭古の言葉

は，特定の塾生だけに与えられたものではないこと

を認識すべきである。

大学は，グローパル化の名のもとに秋季入学制を

導入しようとしている。先進協の学技の多様な年齢

構成を見ても，秩入学の必要性は感じない。顧客で

ある学生の意向を無説して，自己を正当イとする教員

コンクリート造建筆の調査のための合宿

お約束の懇親会

も自立つようになった。教入学を議論する謡iこ「魅

力ある教箆� a 社会に渓献する大学jを呂指すことが

最i憂先である。一部の社会性のない教育者によって，

先入の築いた伝統や文化を一瞬のうちに崩壊される

こと治まあってはならない。

感性を背む

建築を指向する学生は，� I感性を育むJことが重

要である� いまは，あらゆる標準績が整舗されていO

るO しかし，同じ工事費の建築であっても，設計・

施工に携わる人々ぷよって，その出来栄えが大幅に

異なる。これは，そこに携わる人々の感性に依存す

る部分が大きいからである。

「ものづくり� jにあってli，特輯・禁鍔，色移・

美しき・嚢惑・ゆとりー 哉さなと二標準鎮では表現

できない要素がある。偶人の感性は，� I雨親からさず

かった遺伝子と，育った環壌に影響 ~i受け，語短期

においである軽度彰戒されるという。しかし，学生

辻，受験勉強一辺倒の，知識詰め込み型教宵の弊害

で，少年期における感性の成長が静止した状態で大

学に入学してくる。だから，大学教育では，あらゆ

る現場に足を運び，観て，脚いて，触れるなど¥継

続して訓練をすることが意要となる。

本田宗一郎は「言葉とか文字では人は勤かなしい、づJ，
松卜

事現場の揮頭指揮Jを企業理:念念としレ"てきたο これは

企業における管理者教育において，

率先垂範の言葉として紹介されている。

教育にもその思想は通ずるものがある。

鉄第コンクリートは，建設分野の基幹材料であ

る。コンクリートを造ることを知らないで，鉄務コ

ンクリート部材の破壊性状を体験しないで，卒業し

ていく学生がいるという� 鉄筋コンク� 1)…トが，O

設討料の中で最も� f罷れものjであることを説明で

きないとしたら，日本の建設業界の将来が危ぶまれ

る。「ドジャースの戦法を熟読しでも長嶋にはなれ

ないJ，これが私の教育理念である。
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